



栗原 久＊ 1・古俣龍一＊ 2・佐々木貴雄＊ 3・幸喜 健＊ 3・荻野基行＊ 3・三野宏治＊ 3・岡村 弘＊ 2・ 
飯田昌男＊ 3・上村孝司＊ 3・北爪克洋＊ 3・小野智一＊ 2・石崎達也＊ 2・斎藤 瞳＊ 4・森 正人＊ 1・ 
斉藤雅記＊ 1・狩野晴香＊ 5・中嶋裕一＊ 5・金井孝博＊ 6・中嶋有沙＊ 6
＊1 東京福祉大学 短期大学部・＊2 教育学部・＊3 社会福祉学部・ 



















































































































2014年5月8日  事前研修① 1日（伊勢崎キャンパ
ス：外部の専門講師によるレク
レーションワーク指導）





































































































































































































































































































































































































































































































































ハイキング中は１年生の行動に注意する  5（ 8.5）
入浴時間は周知させる  5（ 8.5）
準備には早く取り掛かる  5（ 8.5）
しおりの作成に時間がかかるので注意する  5（ 8.5）




お菓子を多めに持っていく  2（ 3.4）
早い就寝を心がける  2（ 3.4）
しおりは熟読させる  2（ 3.4）
タイムキーパーを決めておく  2（ 3.4）
配膳担当を決めた方が良い  2（ 3.4）
鉄板をきれいにする  2（ 3.4）
大きい声を心がける  2（ 3.4）
忘れ物に注意する  1（ 1.7）
スタッフで統一のTシャツを着ると統一感が出て良い  1（ 1.7）
つなぎの色は霧の中でも目立つ色にする  1（ 1.7）
スタッフの仕事量は平等にする  1（ 1.7）
来たくないと思っている子もいることを忘れない  1（ 1.7）
起床時間に放送を流す方が良い  1（ 1.7）
ファブリーズを持って行った方が良い  1（ 1.7）
消灯後の巡回を定期的に行う  1（ 1.7）
時計を必ず身に付ける  1（ 1.7）
困ったことがあればすぐ先生に相談する  1（ 1.7）
上履きをきちんと履くように指導する  1（ 1.7）
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The Results and Issues of Summer Seminar of  
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Abstract : The purpose of this research was to find out the results and problems of Summer Seminar of Tokyo University 
of Social Welfare at Mt. Akagi from the questionnaire answers of the student stuffs of second grade.  The stuffs tried to do 
the best performance in the recreation works，although there were many difficulties.  Of course, they also pointed out many 
items which should be improved.  The effort of student stuffs results in satisfaction, promotion of confidence and self-
realization. These questionnaire answers emphasis the meaning of summer seminar, and present important suggestions for 
endurance of this activity as the traditional event of Tokyo University of Social Welfare.
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